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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガイドレール（６）に沿って家具部分（３ｂ）を移動可能に支持するためのガイドキャ
リッジ（８）であって、前記ガイドキャリッジ（８）は、回転可能に支持された少なくと
も１つのころ（１８）を有した滑走機構（１２）と、前記ガイドキャリッジ（８）を前記
家具部分（３ｂ）に接続するための少なくとも１つの接続部分（１４）とを有している、
ガイドキャリッジ（８）において、
　少なくとも１つの位置決め装置（２３，２３ａ）が設けられており、前記位置決め装置
によって、前記接続部分（１４）は、前記滑走機構（１２）に対して相対的に、少なくと
も１つの直線方向（Ｈ，Ｘ）に沿って位置決め可能であり、
　前記接続部分（１４）は、前記滑走機構（１２）に取付け装置（１９）を介して取り外
し可能に接続可能であって、前記少なくとも１つの位置決め装置（２３，２３ａ）は、前
記取付け装置（１９）とは別個に形成されていて、前記接続部分（１４）に配置されてい
ることを特徴とする、家具部分（３ｂ）を移動可能に支持するためのガイドキャリッジ（
８）。
【請求項２】
　前記接続部分（１４）は、前記滑走機構（１２）に前記接続部分（１４）を懸吊するこ
とにより、前記滑走機構（１２）に取り外し可能に接続可能である、請求項１記載のガイ
ドキャリッジ。
【請求項３】
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　第１の位置決め装置（２３）と、少なくとも１つの第２の位置決め装置（２３ａ）とが
設けられており、前記接続部分（１４）は、前記第１の位置決め装置（２３）によって高
さ方向（Ｈ）に沿って前記滑走機構（１２）に対して相対的に調節可能であって、前記第
２の位置決め装置（２３ａ）によって側方方向（Ｘ）に沿って前記滑走機構（１２）に対
して相対的に調節可能であって、前記第１の位置決め装置（２３）と前記少なくとも１つ
の第２の位置決め装置（２３ａ）とは前記接続部分（１４）に配置されている、請求項１
または２記載のガイドキャリッジ。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの位置決め装置（２３，２３ａ）は、前記滑走機構（１２）に対し
て相対的な前記接続部分（１４）の位置を受動的に調整可能な調整装置として形成されて
おり、前記接続部分（１４）と前記滑走機構（１２）との間にはセルフロック式の接続が
形成されており、前記接続部分（１４）は、前記セルフロック式の接続に抗する力を付与
することにより、前記滑走機構（１２）に対して相対的に調節可能である、請求項１から
３までのいずれか１項記載のガイドキャリッジ。
【請求項５】
　前記滑走機構（１２）は、支持体（１３）に結合されており、前記接続部分（１４）は
少なくとも１つの取付け装置（１９）によって前記支持体（１３）に接続されている、ま
たは接続可能である、請求項１から４までのいずれか１項記載のガイドキャリッジ。
【請求項６】
　前記支持体（１３）はＵ字型に形成されている、請求項５記載のガイドキャリッジ。
【請求項７】
　前記取付け装置（１９）は、前記支持体（１３）に配置された少なくとも１つの支持個
所（２０）を有していて、前記支持個所は、前記接続部分（１４）の組付け状態で、前記
接続部分（１４）の凹部（２１）内に係合する、請求項５または６記載のガイドキャリッ
ジ。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの支持個所（２０）は、組付け状態において、前記滑走機構（１２
）と実質的に同じ高さに配置されている、請求項７記載のガイドキャリッジ。
【請求項９】
　前記支持体（１３）は、高さ方向（Ｈ）で互いに離間されて位置する少なくとも２つの
支持個所（２０，２０ａ）を有しており、前記支持個所は、組付け状態において、前記接
続部分（１４）の、高さ方向（Ｈ）で互いに離間されて位置する２つの凹部（２１，２１
ａ）にそれぞれ係合する、請求項７または８記載のガイドキャリッジ。
【請求項１０】
　前記接続部分（１４）は、前記支持個所（２０，２０ａ）への前記凹部（２１，２１ａ
）の懸吊により、前記支持体（１３）に接続可能である、請求項９記載のガイドキャリッ
ジ。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの位置決め装置（２３）は、可動に支持された少なくとも１つの操
作エレメント（２７）を有しており、前記接続部分（１４）は前記操作エレメント（２７
）の操作により、高さ方向（Ｈ）および／または側方方向（Ｘ）に沿って前記滑走機構（
１２）に対して相対的に調節可能である、請求項１から１０までのいずれか１項記載のガ
イドキャリッジ。
【請求項１２】
　前記操作エレメント（２７）は回転可能に支持されており、前記操作エレメント（２７
）の回転によりねじ山区分（２４）が回転可能である、請求項１１記載のガイドキャリッ
ジ。
【請求項１３】
　前記接続部分（１４）は、前記支持体（１３）に取り付けるべき支持部分（１７）と、
前記家具部分（３ｂ）に取り付けるべき少なくとも１つの取付け具部分（１５）とを有し
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ており、前記支持部分（１７）と前記少なくとも１つの取付け具部分（１５）とはヒンジ
機構（１６）を介して、少なくとも１つの軸（２２）を中心として互いに旋回可能に接続
されている、請求項５から９までのいずれか１項記載のガイドキャリッジ。
【請求項１４】
　少なくとも1つの前記軸（２２）は、組付け状態において鉛直方向に延在している、請
求項１３記載のガイドキャリッジ。
【請求項１５】
　前記ヒンジ機構（１６）は、旋回可能に支持された少なくとも２つのヒンジレバー（１
６ａ，１６ｂ）を有している、請求項１３または１４記載のガイドキャリッジ。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの取付け具部分（１５）は、ベース部分（２９）と、前記家具部分
（３ｂ）に取り付けるべきスライド部分（２８）とを有しており、前記スライド部分（２
８）は、前記ベース部分（２９）に対して相対的に摺動可能に支持されていて、これによ
り前記スライド部分（２８）は側方方向（Ｘ）に沿って前記ベース部分（２９）に対して
相対的に位置決め可能である、請求項１３または１４または１５記載のガイドキャリッジ
。
【請求項１７】
　前記スライド部分（２８）と前記ベース部分（２９）とは摩擦接続的に互いに接続され
ており、摩擦力に抗する力を加えることにより、前記スライド部分（２８）は前記ベース
部分（２９）に対して相対的に摺動可能である、請求項１６記載のガイドキャリッジ。
【請求項１８】
　前記スライド部分（２８）と前記ベース部分（２９）とは少なくとも１つのばねエレメ
ント（３０）を介して摩擦接続的に互いに接続されている、請求項１７記載のガイドキャ
リッジ。
【請求項１９】
　前記取付け具部分（１５）は、高さ方向（Ｈ）において互いに離間されて位置する少な
くとも２つのスライド部分（２８）を有しており、前記スライド部分はそれぞれ、高さ方
向（Ｈ）において互いに離間されて位置する２つのベース部分（２９）に対して相対的に
摺動可能に支持されている、請求項１６から１８までのいずれか１項記載のガイドキャリ
ッジ。
【請求項２０】
　少なくとも１つのガイドレール（６）と、請求項１から１９までのいずれか１項記載の
少なくとも１つのガイドキャリッジ（８）とを備えた装置であって、前記ガイドキャリッ
ジ（８）は前記ガイドレール（６）に対して相対的に移動可能に支持されている、装置。
【請求項２１】
　請求項１から１９までのいずれか１項記載のガイドキャリッジをガイドレールに組み付
ける方法であって、
　第１の組付けステップで、前記滑走機構を、前記接続部分とは別個に独立して、前記ガ
イドレールに取り付け、
　第２の組付けステップで、前記接続部分を、前記滑走機構とは別個に独立して、前記家
具部分に取り付け、
　第３の組付けステップで、前記家具部分を、前記家具部分に取り付けられた前記接続部
分を介して、取付け装置を用いて、前記ガイドレールに取り付けられた前記滑走機構に接
続し、
　さらなるステップでは、接続部分と滑走機構との接続状態において、前記滑走機構に対
して相対的な前記接続部分の位置を、少なくとも１つの位置決め装置によって調節する、
ことを特徴とする、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、ガイドレールに沿って家具部分を移動可能に支持するためのガイドキャリッ
ジであって、ガイドキャリッジは、回転可能に支持された少なくとも１つのころを有した
滑走機構と、ガイドキャリッジを家具部分に接続するための少なくとも１つの接続部分と
を有している、ガイドキャリッジに関する。
【０００２】
　さらに本発明は、少なくとも１つのガイドレールと、上述した形式の少なくとも１つの
ガイドキャリッジと、を備えた装置に関する。
【０００３】
　さらに本発明は、ガイドキャリッジをガイドレールに組み付ける方法に関する。
【０００４】
　このようなガイドキャリッジは、家具部分、例えば扉を、ガイドレールに対して相対的
に摺動可能に支持するために使用され、この場合、ガイドキャリッジは、組付け状態で、
一方では接続部分を介して家具部分に接続されており、他方では滑走機構を介してガイド
レールに沿って可動に支持されている。家具部分の、場合によっては生じる歪みによって
、かつ／または家具本体に対して相対的に行われる家具部分の調節によって、このような
家具部分の位置変更がガイドキャリッジにも伝達される。このようなことは最終的には、
閉鎖位置での扉の傾きにつながる恐れがあり、かつ／または他の家具部分に対して共通の
閉鎖平面に配置されないことにつながる恐れがある。
【０００５】
　本発明の課題は、上述した欠点を回避する冒頭で述べた形式のガイドキャリッジを提供
することである。
【０００６】
　この課題は、本発明によれば、請求項１の特徴により解決される。本発明のさらに好適
な構成は、従属請求項に記載されている。
【０００７】
　本発明によればすなわち、少なくとも１つの位置決め装置が設けられており、位置決め
装置によって、接続部分は、滑走機構に対して相対的に、少なくとも１つの直線方向で位
置決め可能であるようになっている。
【０００８】
　位置決め装置によって、家具部分に接続すべき接続部分を組付け状態で、高さ方向で、
かつ／または側方方向で、かつ／または奥行き方向で、滑走機構に対して相対的に位置決
めすることができる。
【０００９】
　位置決め装置はこの場合、少なくとも１つの可動に支持された操作エレメントを有して
いてよく、操作エレメントの操作により、滑走機構に対して相対的に接続部分の位置を能
動的に調節可能である。選択的に、または補足的に、位置決め装置は、例えば接続部分と
滑走機構との間のセルフロック式の接続によって、滑走機構に対して相対的な接続部分の
位置を受動的に補償可能な補償装置として形成されていてよく、接続部分は、セルフロッ
ク式の接続に抗する力を付与することにより、滑走機構に対して相対的に調節可能である
。これは例えば、摩擦接続的な接続によって行うことができ、したがって、接続部分は、
摩擦力を克服した後、滑走機構に対して相対的に調節可能である。すなわち、接続部分は
、組み付けられた家具部分に対して（例えば、家具部分を閉鎖位置の方向に押すことによ
り）力を加えることにより、摩擦力が克服された後、滑走機構に対して相対的に調節する
ことができ、これにより存在するかもしれない家具部分の歪みおよび／または誤差のある
位置を修正することができる。
【００１０】
　１つの実施例によると、接続部分は滑走機構に取付け装置を介して取り外し可能に、好
適には滑走機構に接続部分を懸吊することにより、接続可能であって、少なくとも１つの
位置決め装置は、取付け装置とは別個に形成されていて、接続部分に配置されていてよい
。すなわちこのような構成により、以下の快適な可能性、すなわち、
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　第１の組付けステップで、滑走機構を、接続部分とは別個に独立して、ガイドレールに
取り付け、
　第２の組付けステップで、接続部分を、滑走機構とは別個に独立して、家具部分に取り
付け、
　第３の組付けステップで、家具部分を、家具部分に取り付けられた接続部分を介して、
取付け装置を用いて、ガイドレールに取り付けられた滑走機構に接続し、
　さらなるステップで、接続部分と滑走機構との接続状態で、滑走機構に対して相対的な
接続部分の位置を、少なくとも１つの位置決め装置によって調節する、
可能性が提供される。
【００１１】
　１つの別の実施例によれば、第１の位置決め装置と、少なくとも１つの第２の位置決め
装置とが設けられており、接続部分は、第１の位置決め装置によって高さ方向で滑走機構
に対して相対的に調節可能であって、第２の位置決め装置によって側方方向で滑走機構に
対して相対的に調節可能であって、第１の位置決め装置と少なくとも１つの第２の位置決
め装置とは接続部分に配置されていてよい。位置決め装置を接続部分に配置することによ
り、接続部分と滑走機構とが接続された状態で、位置決め装置に対して改善された操作性
を得ることができ、これにより、ガイドレールに対して相対的に離れた（例えば低い）位
置にいる人が位置決め装置を操作することができる。
【００１２】
　１つの実施例によれば、滑走機構は、好適にはＵ字型に形成された支持体を有していて
よく、接続部分は少なくとも１つの取付け装置によって支持体に接続されている、または
取り外し可能に接続可能である。この場合、接続部分を家具部分に予め取り付けることが
でき、予め取り付けられた接続部分は例えば、懸吊、挿入、または押込みにより支持体に
接続可能である。構造的に簡単な手段では、取付け装置は、支持体に配置された少なくと
も１つの支持個所を有していて、この支持個所は、接続部分の組付け状態で、接続部分の
対応する凹部内に係合する。機構的に逆であっても勿論よく、この場合、支持個所が接続
部分に、対応する凹部が支持体に配置または形成されている。
【００１３】
　本発明による装置は、少なくとも１つのガイドレールと、上述した形式の少なくとも１
つのガイドキャリッジとを有している。
【００１４】
　本発明のその他の詳細および利点は、以下の図面の説明により明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１ａ】ガイドシステムによって家具本体に対して相対的に可動に支持されている家具
部分を備えた家具の１つの斜視図である。
【図１ｂ】図１ａの家具の別の斜視図である。
【図２ａ】家具の部分領域を示す図である。
【図２ｂ】ガイドレールに沿って走行可能に支持されているガイドキャリッジを示す拡大
図である。
【図３】滑走機構と、滑走機構に取り付けるべき接続部分とを有したガイドキャリッジを
示す斜視図である。
【図４】ガイドキャリッジを後方から見た斜視図である。
【図５】ガイドキャリッジを前方から見た斜視図である。
【図６ａ】取付け具部分が１つの位置にあるガイドキャリッジを示す図である。
【図６ｂ】取付け具部分が側方方向で図６ａとは異なる位置にあるガイドキャリッジを示
す図である。
【図７】ガイドキャリッジの分解図である。
【００１６】
　図１ａには、家具１の斜視図が示されており、この家具は、ガイドシステム５によって
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家具本体２に対して相対的に可動に支持されている家具部分３ａ，３ｂおよび４ａ，４ｂ
を有している。ガイドシステム５は、長手方向（Ｌ）を有した第１のガイドレール６と、
長手方向（Ｌ）に対して横方向に、好適には直角に、延在している、家具部分３ａ，３ｂ
を方向（Ｚ）でガイドするための第２のガイドレール１１とを含み、家具部分３ｂに接続
されたガイドキャリッジ８は、第１のガイドレール６に沿って、かつ第２のガイドレール
１１に対して相対的に可動に支持されている。第１のガイドレール６は例えば、家具本体
２の上面に載置されていてよく、第１のガイドレール６と第２のガイドレール１１とは高
さ方向で互いに間隔を置いている、または同じ高さに配置されていてもよい。家具部分３
ａ，３ｂは、互いに平行な位置で、側方の中空室７ａ内に挿入することができる。家具部
分４ｂに接続された第２のガイドキャリッジ８ａによって、別の両家具部分４ａ，４ｂを
、第１のガイドレール６に対して相対的に動かすことができ、互いに平行な位置では、第
２の側方の中空室７ｂ内へと挿入することができる。家具部分３ａ，３ｂおよび４ａ，４
ｂはそれぞれ家具ヒンジ１０によって互いに旋回可能に接続されており、すなわちこれに
より家具部分３ａ，３ｂおよび４ａ，４ｂはそれぞれ、鉛直方向に延在する軸を中心とし
て互いにヒンジ結合されている。
【００１７】
　図１ｂには家具１が示されており、この場合、家具部分３ａ，３ｂおよび４ａ，４ｂは
それぞれ互いに平行に向けられていて、長手方向（Ｌ）に対して横方向の方向（Ｚ）で、
側方の中空室７ａ，７ｂ内に挿入可能である。第１の家具部分３ａと第２の家具部分３ｂ
とは、互いに離間された複数の家具ヒンジ１０を介して互いに連結されており、家具部分
３ａ，３ｂは、家具部分３ａ，３ｂが側方の中空室７ａ内に挿入可能である平行な位置か
ら、家具部分３ａ，３ｂが互いに同一平面の位置をとる、内部の棚９を隠す第２の位置へ
と移動することができるように支持されている。
【００１８】
　図２ａには家具１の部分領域が示されており、この場合、第２の家具部分３ｂは、見易
さの理由から図示されていない。ガイドレール６は、家具１の上面に配置可能であり、家
具部分３ｂに接続可能なガイドキャリッジ８は、ガイドレール６に沿って走行可能である
。
【００１９】
　図２ｂには、図２ａの円で取り囲まれた領域が拡大図で示されており、ガイドキャリッ
ジ８の構造が詳しくわかる。ガイドキャリッジ８は滑走機構１２を含み、この滑走機構は
、好適にはＵ字型に形成された支持体１３に接続されている、または接続可能である。滑
走機構１２は、ガイドレール６に沿って転動可能な（ここには図示されていない）少なく
とも１つの回転可能なころ１８を含む。Ｕ字型の支持体１３は、側方方向で、ガイドレー
ル６の、鉛直に延在するウェブ６ａ上に被せ嵌めることができ、この場合、ウェブ６ａは
組付け状態で、支持体１３のＵ字型の区分の内側に受容されている。支持体１３には、支
持部分１７が、好適には取り外し可能に、接続されており、支持部分１７は、ヒンジ機構
１６を介して、家具部分３ｂに取り付けるべきすくなくとも１つの取付け具部分１５にヒ
ンジ結合されている。支持部分１７、ヒンジ機構１６、および取付け具部分１５は一緒に
、滑走機構１２の支持体１３に接続可能な接続部分１４の構成ユニットを形成している。
【００２０】
　図３にはガイドキャリッジ８が示されており、ガイドキャリッジ８は、滑走機構１２と
、支持体１３と、この支持体に取り付けるべき接続部分１４とを有している。滑走機構１
２は、少なくとも１つの、好適には複数のころ１８を含み、この場合、鉛直方向の回転軸
を有する２つ以上のころ１８および／または水平方向の回転軸を有する２つ以上のころ１
８が設けられていてよい。接続部分１４は、家具部分３ｂに予め組み付け可能であり、こ
の場合、予め組み付けられた接続部分１４は少なくとも１つの取付け装置１９により支持
体１３に接続可能である。取付け装置１９は、支持体１３に配置された少なくとも１つの
支持個所２０を有していてよく、この支持個所は、接続部分１４の組付け状態で、接続部
分１４の対応する凹部２１内に係合する。少なくとも１つの支持個所２０は、組付け状態
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で、実質的に滑走機構１２と同じ高さに位置しており、これにより、側方の僅かな傾動モ
ーメントが滑走機構１２内へと導入される。図示した実施例では、鉛直方向で互いに離間
されて位置する２つの取付け装置１９，１９ａが設けられており、これら取付け装置によ
って、接続部分１４は支持体１３に取り外し可能に接続可能である。このために、支持体
１３は、高さ方向で互いに離間されて位置する少なくとも２つの支持個所２０，２０ａを
有しており、これら支持個所は組付け状態で、接続部分１４の、高さ方向で互いに離間さ
れて位置する２つの凹部２１，２１ａにそれぞれ係合する。すなわち、家具部分３ｂに予
め組付けられた接続部分１４は、両凹部２１，２１ａで、支持体１３の両支持個所２０，
２０ａに懸吊されてよく、これにより、支持体１３に対する接続部分１４の極めて簡単な
（懸吊による）組付けと、（持ち上げによる）取外しとが得られる。接続部分１４は、図
示した実施例では、（凹部２１，２１ａを介して支持体１３の支持個所２０，２０ａに取
り付けることができる）１つの支持部分１７と、高さ方向で互いに離間されて位置し、家
具部分３ｂに取り付けるべき２つの取付け具部分１５，１５ａと、１つのヒンジ機構１６
とを有しており、このヒンジ機構により、取付け具部分１５，１５ａは支持部分１７に対
して相対的に、好適には組付け状態で鉛直方向に延びる軸を中心として旋回可能に、接続
されている。
【００２１】
　図４にはガイドキャリッジ８が示されており、この場合、接続部分１４は、凹部２１，
２１ａを介して支持体１３の両支持個所２０，２０ａに接続されている。接続部分１４は
、支持体１３に対して相対的に接続部分１４を持ち上げることにより簡単な取外しを行う
ことができ、この場合、付加的な固定手段を解除する必要はない。
【００２２】
　図５には、ガイドキャリッジ８が斜視図で示されており、家具部分３ｂに取り付けるべ
き取付け具部分１５，１５ａを備えた支持部分１７が、支持体１３に組み付けられている
。位置決め装置２３により、接続部分１４の取付け具部分１５，１５ａは、滑走機構１２
に対して相対的に、少なくとも１つの直線方向に沿って、この場合は高さ方向（Ｈ）に沿
って位置決め可能である。位置決め装置２３は、図示の構成では、ねじ山区分２４を含み
、このねじ山区分は、支持ブロック２５に螺合する。ねじ山区分２４は回転可能に、しか
しながら軸方向では摺動不能に支持部分１７に配置されている。操作エレメント２７（例
えば工具受容部を含む）の操作により、ねじ山区分２４を回転させることができ、この場
合、支持ブロック２５（ひいては取付け具部分１５，１５ａ）は高さ方向（Ｈ）で調節可
能となっている。支持ブロック２５を直線的にガイドするために、ねじ山区分２４に対し
て平行に延在するガイドロッド２６が設けられていて、このガイドロッドに沿って、支持
ブロック２５は、ねじ山区分２４の回転運動の際に自由に摺動可能であるように支持され
ている。位置決め装置２３によって、家具部分３ｂは組付け状態で高さ方向（Ｈ）におい
て別の家具部分３ａに対して相対的に調節可能である。
【００２３】
　図６ａにはガイドキャリッジ８の後方から見た斜視図が示されており、この場合、別の
位置決め装置２３ａが設けられていて、この別の位置決め装置によって、取付け具部分１
５，１５ａに接続すべき家具部分３ｂを、側方方向（Ｘ）に沿って他方の家具部分３ａに
対して位置決め可能である。取付け具部分１５，１５ａはそれぞれ、家具部分３ｂに取り
付けるべきスライド部分２８を有しており、このスライド部分２８はそれぞれ側方方向（
Ｘ）に沿って、ベース部分２９に対して相対的に直線的に摺動可能に支持されている。ス
ライド部分２８とベース部分２９とはそれぞれ互いに摩擦接続的に接続されており、摩擦
力に抗する力を加えることにより、スライド部分２８はベース部分２９に対して相対的に
摺動可能である。両取付け具部分１５，１５ａを旋回可能に支持するためのヒンジ機構１
６も示されており、このヒンジ機構１６は、旋回可能に支持された少なくとも２つのヒン
ジレバー１６ａ，１６ｂを有している。
【００２４】
　図６ｂにはガイドキャリッジ８が示されており、この場合、スライド部分２８は、家具
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部分３ｂに力を加えることにより、側方方向（Ｘ）に沿って、ベース部分２９に対して相
対的に摺動され、このことは、図６ａと図６ｂを直接比較することにより明らかである。
【００２５】
　図７には、ガイドキャリッジ８が分解図で示されている。支持体１３には、少なくとも
１つのころ１８を備えた滑走機構１２が配置または形成されており、接続部分１４の支持
部分１７は、取付け装置１９，１９ａを介して、凹部２１，２１ａでもって支持体１３の
支持個所２０，２０ａに取り付けることができる。支持部分１７には、支持ブロック２５
が可動に支持されており、支持ブロック２５は、操作エレメント２７の回転により、支持
部分１７に対して相対的に高さ方向（Ｈ）で摺動可能に支持されており、支持ブロック２
５はガイドロッド２６に沿ってガイドされている。支持ブロック２５には、ヒンジ機構１
６の両ヒンジレバー１６ａ，１６ｂが旋回可能に接続されており、ヒンジレバー１６ｂは
保持体３１に接続することができる。保持体３１には、取付け具部分１５，１５ａの両ベ
ース部分２９が支持プレート３２を介してねじ３３によって取り付けられている。取付け
具部分１５，１５ａのスライド部分２８は、それぞれ摩擦接続的にベース部分２９に接続
されている。具体的な実施例では、ベース部分２９とスライド部分２８との間には、ばね
エレメント３０によって摩擦接続的な接続が形成されている。ばねエレメント３０はそれ
ぞれ、ベース部分２９とスライド部分２８との間に摩擦力を生成する予荷重をかけられた
板ばねとして形成されている。ばねエレメント３０は、この場合、ベース部分２９の上面
と、スライド部分２８の曲げ出されたウェブ２８ａとの間で機能する。

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図２ａ】

【図２ｂ】
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